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眼 鏡 小 売 業  

 

 他 社 と の 競 争 激 化 や 単 価 の 下 落 に よ り 、 販 売 額 の 下

落 が 続 い て い る 。 メ ガ ネ ブ ー ム と い わ れ て い る が 、 一

般 小 売 店 の 業 績 向 上 に 至 っ て い な い 。  

 今 後 も 業 況 は 厳 し さ が 続 く と 予 想 さ れ る 。 小 売 店 で

は 、価 格 競 争 に 巻 き 込 ま れ な い た め に 、新 商 品 の 提 供 、

販 売 員 の 技 術 力 の 向 上 、 サ ー ビ ス の 充 実 に よ っ て 差 異

化 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。 ま た 、 高 齢 化 社 会 の 到 来 に

向 け て 高 齢 者 の 取 り 込 み が 課 題 と な っ て い る 。  

 業 界 概 要  

 眼 鏡 小 売 業 に は 眼 鏡 の み 扱 う 店 と 、 時 計 や 宝 飾 品 と

と も に 扱 う 店 が あ る 。 眼 鏡 の 流 通 の 特 徴 は 、 製 品 を 構

成 す る フ レ ー ム と レ ン ズ が そ れ ぞ れ 別 々 に 流 通 し 、 小

売 店 頭 で 検 眼 、 調 整 、 加 工 さ れ て 、 初 め て 商 品 と な る

こ と で あ る 。  

 大 阪 の 眼 鏡 産 業 の 歴 史 は 古 く 、 明 治 時 代 に 大 阪 市 生

野 区 田 島 地 区 と 岸 和 田 市 下 松 地 区 に 形 成 さ れ た 。 大 阪

は 眼 鏡 の 生 産 地 で あ る と 同 時 に 大 規 模 な 消 費 地 で も あ

る こ と か ら 、 眼 鏡 製 造 業 の み な ら ず 、 眼 鏡 卸 売 業 、 眼

鏡 小 売 業 が 集 積 し た 。  

 従 来 、 眼 鏡 小 売 業 は 、 検 眼 、 加 工 に 技 術 を 有 し 、 高

い マ ー ジ ン を 確 保 し て い た 。し か し 、昭 和 5 0 年 代 に 大

型 量 販 店 が 現 れ 、 競 争 が 激 化 し た こ と よ っ て 一 般 小 売

店 を 中 心 に 小 売 店 の 数 が 減 少 し た 。 さ ら に 、 平 成 1 3

年 頃 、 輸 入 品 を 使 い 、 店 頭 商 品 （ フ レ ー ム と レ ン ズ 合

計 ） の 価 格 が 原 則 、 5 , 0 0 0、 7 , 0 0 0、 9 , 0 0 0 円 と い う 固

定 価 格 で 販 売 す る 新 し い 業 態 の 小 売 店 （ ス リ ー プ ラ イ

ス シ ョ ッ プ ） が 参 入 し 、 価 格 競 争 が 一 層 激 化 し た 。 特

に 大 阪 の よ う な 大 都 市 で は 小 売 店 の 出 店 が 激 し い 。 現
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在 、 眼 鏡 小 売 市 場 規 模 の ８ 割 を 上 位 1 0 0 社 が 占 め て お

り 、 中 小 規 模 の 小 売 店 の 経 営 環 境 は 非 常 に 厳 し い 状 況

で あ る 。  

 大 阪 の 地 位  

 眼 鏡 の み を 扱 う 小 売 業 は 統 計 で は 把 握 で き な い が 、

平 成 1 6 年 の 時 計・眼 鏡・光 学 機 械 小 売 業 の 事 業 所 数 は 、

1 , 5 0 8 箇 所 、 従 業 者 数 は 4 , 9 7 9 人 、 年 間 販 売 額 は 7 7 1

億 円 で あ る（ 経 済 産 業 省『 商 業 統 計 表 』、産 業 編 、平 成

1 6 年 ）。 対 全 国 シ ェ ア は 、 そ れ ぞ れ 、 7 . 0％ 、 6 . 7％ 、

7 . 6％ で あ る 。主 要 他 府 県 と 比 較 し て み る と 、事 業 所 数

と 従 業 者 数 は 東 京 都 に 次 い で ２ 位 、 年 間 販 売 額 は 東 京

都 と 愛 知 県 に 次 い で ３ 位 の 地 位 に あ る 。  

 販 売 は 低 調  

 時 計 ・ 眼 鏡 ・ 光 学 機 器 の 小 売 販 売 額 を 1 4 年 と 1 6 年

で 比 較 し て み る と 、5 . 2％ 減 少 し て い る（ 経 済 産 業 省『 商

業 統 計 表 』、産 業 編 ）。１ 世 帯 あ た り の 眼 鏡 消 費 額 は 1 2

年 か ら 1 4 年 ま で 減 少 が 続 い て い た が 、 1 5 年 に な っ て

増 加 に 転 じ 、そ れ 以 降 は 微 増 と な っ て い る（ 総 務 省『 家

計 調 査 年 報 』、 平 成 1 7 年 、 全 世 帯 ）。  

 ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 眼 鏡 小 売 業 の 販 売 額 は 対 前 年

比 で 微 減 が 続 い て い る 。 地 域 別 で み る と 、 東 京 や 中 部

地 方 で 回 復 傾 向 に あ る も の の 、 大 阪 で は 景 気 回 復 の 実

感 は な い 。 し か し 、 ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ が 出 現 し

販 売 額 が 極 端 に 減 少 し た 頃 に 比 べ る と 、 減 り 方 は 鈍 っ

て い る 。  

 単 価 は 一 部 に 下 げ 止 ま り 感  

 眼 鏡 の 消 費 者 物 価 指 数 か ら 眼 鏡 の 販 売 価 格 の 動 向 を

み て も 、 1 2 年 か ら 1 5 年 ま で 下 落 傾 向 に あ っ た が 、 1 6

年 以 降 、 ほ ぼ 横 ば い で 推 移 し て い る 。  

 ヒ ア リ ン グ に よ れ ば 、 一 部 に 下 げ 止 ま り 感 が う か が
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え る も の の 、 依 然 と し て 単 価 は 低 下 傾 向 に あ る 。  

 メ ガ ネ ブ ー ム の 影 響  

 ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ が 現 れ る 前 は 、 眼 鏡 は 医 療

器 具 で あ り 高 価 な も の と 認 識 さ れ て い た 。 し か し 、 店

頭 価 格 が 1 0 , 0 0 0 円 以 下 で 販 売 さ れ た こ と に よ っ て 、眼

鏡 を 価 格 で 判 断 し 、 フ ァ ッ シ ョ ン や 雑 貨 の 一 部 と し て

認 識 さ れ る よ う に な っ た 。 こ れ に よ り 、 眼 鏡 が 持 っ て

い た 医 療 器 具 と し て の マ イ ナ ス の イ メ ー ジ が 払 拭 さ れ 、

気 軽 に 眼 鏡 を か け て も ら え る よ う に な っ た 。 ス リ ー プ

ラ イ ス シ ョ ッ プ だ け で な く 、 最 近 の マ ス コ ミ 報 道 の 影

響 も 受 け て 、 メ ガ ネ ブ ー ム が お き て い る 。  

 眼 鏡 が 身 近 な 存 在 に な っ た も の の 、 ブ ー ム は 一 般 小

売 店 の 目 立 っ た 業 績 向 上 に 結 び つ い て い な い 。 比 較 的

年 齢 が 高 い 顧 客 は 、 高 品 質 の レ ン ズ と そ れ に 見 合 っ た

フ レ ー ム を 一 般 小 売 店 で 選 び 、 高 価 格 の 眼 鏡 を 購 入 す

る こ と が 多 い 。 し か し 、 こ の よ う な 顧 客 は 回 転 率 が 悪

く 、 一 般 小 売 店 の 売 上 げ の 増 加 に は 結 び つ い て な い 。

一 方 、 回 転 率 が 高 い 若 年 層 は 価 格 に 敏 感 で あ る た め 、

ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ で 眼 鏡 を 購 入 す る 傾 向 が 強 い 。

ま た 、 フ ァ ッ シ ョ ン 性 を 重 視 し 、 自 分 に あ っ た 眼 鏡 を

選 ぶ 消 費 者 は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 性 の 高 い 自 社 ブ ラ ン ド に

特 化 し た 専 門 店 （ コ ン セ プ ト シ ョ ッ プ ） で 購 入 す る の

で 、 一 般 小 売 店 で 購 入 す る こ と が 少 な い 。  

 コ ス ト 削 減 努 力  

 販 売 額 の 低 迷 に よ り 利 益 は 減 少 し て い る た め 、 コ ス

ト の 削 減 で 利 益 を 確 保 し て い る 。主 な コ ス ト は 人 件 費 、

広 告 宣 伝 費 、 在 庫 コ ス ト で あ る 。 こ の う ち 、 広 告 宣 伝

費 の 削 減 は 売 上 げ の 減 少 を 招 く 恐 れ が あ る た め 、 チ ラ

シ の 枚 数 は 一 定 に し た ま ま で 、 紙 質 を 低 下 さ せ る こ と

に よ っ て 、 広 告 宣 伝 費 を 抑 え て い る 企 業 が あ る 。 そ し
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て 、 最 近 、 特 に 問 題 に な る の は 在 庫 コ ス ト で あ る 。 メ

ガ ネ ブ ー ム の 影 響 を 受 け て 多 種 の 品 揃 え を し な け れ ば

な ら ず 、 常 に 在 庫 リ ス ク を 抱 え て い る 。 そ の た め 、 小

規 模 の 小 売 店 で は で き る だ け 在 庫 を 抱 え な い よ う 、 顧

客 層 を 絞 り 込 み 、 特 定 の 商 品 に 特 化 す る と い う よ う な

専 門 化 を 図 る 方 向 で 進 む 動 き も 多 い 。  

 設 備 投 資 は 店 舗 の 改 装 が 中 心  

 主 な 設 備 投 資 は 店 舗 の 改 装 で あ る 。 店 の 見 た 目 が 重

要 で あ る た め 、 内 装 に 気 を 遣 わ な け れ ば な ら な い 。 ま

た 、 チ ェ ー ン 展 開 し て い る 企 業 で は 、 大 手 量 販 店 が 立

地 し て い な い 地 域 へ の 新 規 出 店 も み ら れ る 。  

 人 手 不 足 感  

 採 用 は 販 売 員 の 補 充 程 度 で あ る 。 し か し 、 求 人 を 行

っ て も 人 が 集 ま ら ず 、 人 手 不 足 感 が あ る 。  

 差 異 化 が 重 要  

 厳 し い 経 営 環 境 の 中 で 、 小 売 店 で は 他 店 と の 差 異 化

に よ り 生 き 残 り を 模 索 し て い る 。 ま ず 、 小 売 店 で は 、

販 売 員 に 資 格 を 取 ら せ 、 技 術 レ ベ ル の 向 上 に 努 め て い

る 。 眼 鏡 の 販 売 に は 、 視 力 の 測 定 、 用 途 や 視 力 に あ っ

た フ レ ー ム の 選 定 、 フ レ ー ム に あ っ た レ ン ズ の 加 工 、

顧 客 の 顔 に 合 う よ う に す る た め の 調 整 の 過 程 が 必 要 で

あ る 。 こ れ ら の 過 程 で は 、 販 売 員 の 技 術 が 必 要 と な る

た め 、（社 ）日 本 眼 鏡 技 術 者 協 会 が 認 定 眼 鏡 士 の 資 格 制

度 を 作 っ て い る 。 小 売 店 で は 、 消 費 者 に 安 心 し て 眼 鏡

を 提 供 で き る 店 づ く り に 取 り 組 ん で い る 。 ま た 、 業 界

組 合 で も 顧 客 に 対 し て 技 術 者 の 店 を 選 ん で も ら う よ う 、

啓 蒙 活 動 を 行 っ て い る 。  

 技 術 の 確 か さ に 加 え 、不 当 な 価 格 を つ け な い こ と や 、

万 が 一 に 備 え た 製 造 物 責 任 保 険 へ の 加 入 な ど 、 消 費 者

に 信 頼 さ れ る 店 づ く り に も 取 り 組 ん で い る 。  



 5

 一 方 で 、 新 商 品 の 開 発 に よ っ て 、 他 社 と の 差 異 化 を

目 指 す 企 業 が あ る 。こ の 企 業 は 、「 ぐ ら ぐ ら し な い 縁 な

し 眼 鏡 が 欲 し い 」 と い う 顧 客 か ら の 声 を も と に 、 自 社

で 商 品 を 企 画 し 、 福 井 県 の フ レ ー ム メ ー カ ー に 製 造 を

依 頼 し て い る 。 ま た 、 販 売 員 は す べ て 自 社 ブ ラ ン ド の

眼 鏡 を 着 用 し 顧 客 に 接 す る こ と に よ っ て 、 単 に 商 品 開

発 に と ど ま ら ず 、 自 社 ブ ラ ン ド の 眼 鏡 を 宣 伝 す る こ と

に も 努 め て い る 。  

 地 域 密 着 型 の 経 営  

 チ ェ ー ン 展 開 し て い る 企 業 で は 、 店 舗 展 開 が 売 上 げ

増 加 の 鍵 と な る 。 し か し 、 ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ や

大 手 量 販 店 が す で に 出 店 し 、 市 場 が 飽 和 状 態 に あ る 今

日 に お い て 、 む や み に 店 舗 展 開 す る こ と は 業 績 悪 化 を

招 き か ね な い 。 ヒ ア リ ン グ を 行 っ た 企 業 で は 、 今 後 も

積 極 的 な 店 舗 展 開 を 検 討 し て い る が 、 地 域 を 限 定 し た

出 店 を 考 え て い る 。  

 ま た 、 地 域 へ の 貢 献 に 取 り 組 む 企 業 も み ら れ る 。 こ

の 企 業 で は 、 4 0 年 以 上 前 か ら 、 老 眼 鏡 を 6 5 歳 以 上 の

生 活 保 護 者 、約 6 0～ 7 0 人 へ 無 償 配 布 を 行 っ て い る 。か

つ て は 既 製 品 を 配 布 し て い た が 、 現 在 は 検 眼 を 行 い 、

半 オ ー ダ ー 品 の 配 布 を 行 っ て い る 。 ま た 、 注 文 し た 眼

鏡 を 取 り に 行 け な い 顧 客 へ の 配 達 や 、 出 張 し て の 調 整

な ど も 行 っ て い る 。 こ れ ら の 取 組 は 直 接 業 績 に 結 び つ

く も の で は な い が 、 地 域 へ の 貢 献 が 結 果 的 に 企 業 の イ

メ ー ジ の 向 上 に つ な が っ て い る 。  

 今 後 の 見 通 し  

 今 後 も 業 況 は 厳 し さ が 続 く と 予 想 さ れ る 。 一 般 小 売

店 で は 、 価 格 競 争 に 巻 き 込 ま れ な い た め に 、 新 商 品 の

提 供 、 販 売 員 の 技 術 力 の 向 上 、 サ ー ビ ス の 充 実 に よ っ

て 差 異 化 に 取 り 組 ま な け れ ば 、 生 き 残 り は 厳 し い 。  
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 ま た 、 高 齢 化 社 会 の 到 来 に 向 け て 高 齢 者 の 取 り 込 み

が 課 題 と な っ て い る 。 従 来 、 眼 鏡 の 回 転 率 が 悪 い 高 齢

者 に 複 数 の 眼 鏡 を 所 有 し て も ら う よ う 、 フ ァ ッ シ ョ ン

性 の 高 い 眼 鏡 や 付 加 価 値 の 高 い 遠 近 両 用 眼 鏡 を い か

に 提 供 し て い く か が 課 題 と な っ て い る 。  

（ 田 中  智 泰 ）  

 

 

表１　主要都府県別　時計・眼鏡・光学機械小売業（平成16年）

実数 対全国比 実数 対全国比 実数 対全国比
（箇所） （％） （人） （％） （百万円） （％）

大阪府 1,508 7.0 4,979 6.7 77,095 7.6
東京都 2,264 10.6 9,424 12.7 192,343 19.0
神奈川県 1,070 5.0 4,274 5.8 59,411 5.9
愛知県 1,161 5.4 4,421 6.0 87,735 8.7
全国 21,405 74,134 1,011,996

表２　大阪府　時計・眼鏡・光学機械小売業（平成14・16年）

実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率
（箇所） （％） （人） （％） （百万円） （％）

平成14年 1,548 5,531 81,317
16年 1,508 -2.6 4,979 -10.0 77,095 -5.2

表３　眼鏡に対する家計支出額と消費者物価指数

実数 増減率 指数 増減率
（百万円） （％） （平成12年＝100） （％）

平成12年 9,794 100.0
13年 8,351 -14.7 98.8 -1.2
14年 7,523 -9.9 97.7 -1.1
15年 8,232 9.4 97.5 -0.2
16年 8,312 1.0 98.3 0.8
17年 8,464 1.8 98.3 0.0

資料：経済産業省『商業統計表』、産業編、
　　　総務省『家計調査年報』、『消費者物価指数年報』。
（注）家計支出額は１世帯当たり支出額である。

消費者物価指数家計支出額

事業所数 従業者数 年間販売額

事業所数 従業者数 年間販売額

 


